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（縦覧用）  平成２６年３月２５日、第３０回中標津町農業委員会総会を中標津町議事堂において開催、 農業委員を招集する。 
 

       本日出席した委員 １番   中 村 正 生 ２番   笠 原 康 博 ３番   房 川 喜 洋 ４番   氏 家 康 夫 ５番   杉 本 公 也 ６番   柴 野 忠 征 ８番   本 田  信  幸 ９番   本 田  芳 明 １０番   國 見 正 則 １２番   小 沼   悟 １４番   重 松 秀 光 １５番   纓 坂 尚 久 １６番   金 刺 健四郎 １７番   安  田     稔 １８番   戸 田 重 勝 
                  本日欠席した委員 ７番   滝 本   広 １１番   久 保 伸 一 
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附議した案件 議案第１３９号 農地法第４条の規定による許可申請について 議案第１４０号 農地法第５条の規定による許可申請について 議案第１４１号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について 議案第１４２号 平成２５年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について 議案第１４３号 農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定める別段の面積（下限面積） について 議案第１４４号 農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について 報告第 ８８号 農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完了届について 報告第 ８９号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について 報告第 ９０号 農地委員会開催報告について 報告第 ９１号 農地法第４条許可書の交付について 報告第 ９２号 農地法第５条許可書の交付について 報告第 ９３号 農業経営改善計画認定について 
 本日出席した職員 事 務 局 長   原 田 武 志 農 地 係 長     奥 山 正 行 庶 務 係 長   若 森 修 二 係      本 間 光 代 

   
                （開 会   １３時１８分） 

 議   長     みなさんこんにちは。 ただ今の出席委員は１５名でございます。 定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 ただ今から、第３０回中標津町農業委員会総会を開会致します。 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 日程１、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致します。 １６番、金刺 健四郎 委員。 １８番、戸田 重勝 委員。 以上、２名を指名致します。 日程２、会務報告を事務局長から報告致します。 事務局長。 
 事務局長  ２月２６日の総会以降につきまして会務報告を致します。 項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 
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中標津町議会３月定例会が３月３日から１３日までの日程で開催され、平成２５年度補正予算、行政報告、施政方針、一般質問、平成２６年度予算、各種条例の制定、改正等について審議し可決決定されております。 本会議が開催された３日、４日、１３日に会長が出席しております。 以上、会務報告と致します。  議  長  以上で会務報告を終わります。 日程３、報告第８８号「農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」を議題に供します。 内容を地区推進班から報告願います。 （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 報告第８８号「農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」(１)について説明致します。４２ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．届出人の住所、氏名  中標津町字西竹       ○ ○ ○ ○  ２．許可年月日、許可番号  平成２５年４月２５日付 中農委４第１号 ３．許 可 地 の 所 在  中標津町字西竹○○○○ ４．転 用 目 的  砂利・黒墨・土 採取 ５．事業計画の期間  平成２５年４月２６日から平成２６年４月２５日まで ６．事業完了年月日  平成２５年１２月２９日 ７．完了検査年月日  平成２６年３月２０日   この報告につきましては、平成２６年３月２０日に第３地区推進班において現地確認をしまして、本年の事業が完了されていたことを確認しております。 以上です。 
 議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 以上で、事業完了届についての報告を終わります。 日程４、議案第１３９号｢農地法第４条の規定による許可申請について｣を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 上程になりました議案第１３９号｢農地法第４条の規定による許可申請について｣（１）について説明致します。３ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  
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（ １ ） １．当事者の住所、氏名   申請人 中標津町字西竹         ○ ○ ○ ○ ２．許可を受けようとする土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 50,415の内 １７，８３２  ３．許可を受けようとする事由  砂利・黒墨・土 採取の為 ４．転用期間  平成２６年４月２５日から平成２７年４月２４日 ５．採 取 量  砂利 １４，７３１㎥ 黒墨 １９，３２９㎥ 土  １９，８６３㎥ ６．最大切深    １２．７ｍ ７．見 取 図  別  紙   この案件につきましては、砂利・黒墨・土採取のため申請があったものです。 平成２６年３月２０日、第３地区推進班による現地調査の結果、○○氏の４条申請による砂利等採取については平成７年度より計画的に採取事業を実施しているところであり、採取計画が終了することにより一団で利用しやすい農地として利用可能になることから、別添の農地法第４条調査書のとおり転用は止むを得ないものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかりいたします。 本案は原案のとおり北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 
 全委員      異議なし。 
 議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、諮問致します。 日程５、報告第８９号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 （挙手あり） 農地係長。 

 農地係長  報告第８９号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」事務局よりご説明申し上げます。議案の４４ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町字計根別             ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字計根別             ○ ○ ○ ○ 
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２．解約する土地 所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 74,559の内 ６，９８３ 牧草畑 〃 ○○○○ 採草放牧地 1,106の内 ８１１ 〃 〃 ○○○○ 畑 14,662の内 ５，３０７ 〃 畑 １２，２９０  計３筆  １３，１０１㎡ 採草放牧地 ８１１  ３．利用権の種類    賃貸借権 ４．契約期間      平成２３年１月１日から平成３３年１２月３１日 ５．合意解約成立の日  平成２６年３月１０日 ６．解約の理由     合意解約 
  この案件については、議案第１４０号（２）に関連するもので、現在賃貸借中の農地の一部を農業用施設にすることとなったため、転用部分の農地について期間内解約するものです。 以上です。 
 議  長  以上で報告を終わります。 日程６、議案第１４０号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 本田信幸委員。 

 本田信幸委員 ８番本田です。 上程になりました議案第１４０号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（１）について説明致します。６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町字養老牛         ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○                         ○○○○ ○○○○ ２．許可を受けようとする土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 61,079の内 １９，１１８  〃 ○○○○ 〃 〃 1,668の内 ８７６  計２筆  畑 １９，９９４  ３．許可を受けようとする事由  砂 採取のため ４．転用の期間   平成２６年５月１日から平成２７年４月３０日まで ５．権利の種類   賃貸借権 ６．採 取 量   砂 ４８，９８６㎥ ７．最 大 切 深   １３．７７ｍ ８．見 取 図   別 紙   
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この案件につきましては砂採取のため申請があったもので、平成２３年より継続して着手しているところです。 申請地については平成２５年の採取地の継続地で、今回の申請面積は１９，９９４㎡となっております。 平成２５年９月１７日に第５地区推進班で完了検査、併せて継続地の確認を行い、資源採取のための一時転用であり、採取後においては高低差やうねりを解消し、一体的な土地利用が可能になるものと判断し、別添の農地法第５条調査書のとおり転用は止むを得ないものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 氏家委員。 

 氏家委員  ４番氏家です。 議案第１４０号（２）について説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ２ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町字計根別            ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字計根別            ○ ○ ○ ○ ２．許可を受けようとする土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 74,559の内 ６，９８３  〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 1,106の内 ８１１  〃 ○○○○ 畑 畑 14,662の内 ５，３０７  畑 １２，２９０  計３筆  １３，１０１㎡ 採草放牧地 ８１１  ３．許可を受けようとする事由     畜舎・堆肥舎等の農業用施設建設のため ４．転用の期間   平成２６年５月１日から永年 ５．権利の種類   使用貸借権 ６．見 取 図   別 紙   この案件につきましては、公社営事業により農業用施設を建設するため申請があったものです。 申請面積については１３，１０１㎡で、平成２６年３月２０日に第４地区推進班において現地確認を行ったところ、申請地については作業道路、農業用施設に隣接しており、利便性を考慮すると代替地は他にないことから、別添の農地法第５条調査書のとおり転用は止むを得ないものと判断致しました。 
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以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかりいたします。 本案は原案のとおり北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 
 全委員      異議なし。 
 議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、諮問致します。 日程７、議案第１４１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について」を上程致します。 なお、本案件につきましては（１）と、（２）から（１９）の２回に分けて審議を致します。 ここで、会議規則第１６条の規定により、○○○○○○委員の退席をお願い致します。 （○○○○委員、退席） （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 本田信幸委員。 

 本田信幸委員 ８番本田です。 上程になりました議案第１４１号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について」（１）について、説明致します。１１ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町計根別  ○○○○○○○○○○○○   借 主 中標津町字養老牛       ○○○○○○○○                         ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 原野 畑 444,303の内 ４０，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで ６．価 格        年 ８０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ８０，０００円 
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８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い再設定するものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 

 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （１）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 （○○○○委員、着席） ○○○○委員に申し上げます。 本案は原案のとおり、可決されました。 （２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 金刺委員。 

 金刺委員  １６番金刺です。 議案第１４１号（２）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字豊岡         ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職 借 主 中標津町字協和         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ９３，４０３ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ９０，３３５ 〃 〃 ○○○○ 山林 〃 ４，９００ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３，２５１ 〃 計４筆 畑 １９１，８８９  
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３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成３０年３月３１日まで ６．価 格        年 ６４７，５００円 ７．資金調達方法  自己資金 ６４７，５００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い再設定するものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 

 議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （３）から（１１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 中村委員。 
 中村委員  １番中村です。 議案第１４１号（３）から（１１）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ３ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 無職   借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 

 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ６５，６３４ 牧草畑 ○○○ ○○○○ 〃 〃 ３２，７８０ 〃 計２筆  畑 ９８，４１４  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日まで ６．価 格        年 ４４２，８００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４４２，８００円 
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８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間が満了することに伴い再設定するものであり、別添の調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 （４）から（１１）につきましては、関連しますので一括説明します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ４ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 482,353の内 ６５，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 １３０，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １３０，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 
農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ５ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 482,353の内 ６８，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 １３６，０００円 
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７．資金調達方法  自己資金 １３６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ６ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 600,097の内 ５２，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 １０４，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １０４，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ ７ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 600,097の内 １４３，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年  ２８６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２８６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
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９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ ８ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 192,274の内 ７６，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 899,045の内 ８０，０００ 〃 計２筆 畑 １５６，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ２００，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２００，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ ９ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○                  ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 192,274の内 ８３，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 １６６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １６６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙 
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  （ １ ０ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 482,353の内 １６５，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 600,097の内 １７４，０００ 〃 計２筆 畑 ３３９，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ６７８，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ６７８，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山           ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○○○○○○○ ２．土地の表示  地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 482,353の内 ４６，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 600,097の内 １３７，０００ 〃 計２筆 畑 １８３，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ３６６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ３６６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
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10．見取図  別  紙   以上８件の案件につきましては、１年ごとの賃貸借契約期間満了に伴い再設定するものであり、別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（３）から（１１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１２）から（１９）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 笠原委員。 

 笠原委員  ２番笠原です。 上程になりました議案第１４１号（１２）から（１９）について、一括説明します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 50,304の内 ５０，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ２８，７５０円 ７．資金調達方法  自己資金 ２８，７５０円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ３ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 51,197の内 ５０，０００ 牧草畑 
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〃 ○○○○ 〃 〃 54,119の内 ２７，０００ 〃 計２筆 畑 ７７，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ４４，２７５円 ７．資金調達方法  自己資金 ４４，２７５円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ １ ４ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 49,345の内 ４９，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 109,271の内 ７７，０００ 〃 計２筆 畑 １２６，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ７２，４５０円 ７．資金調達方法  自己資金 ７２，４５０円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ５ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○    借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 48,812の内 ４８，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 109,271の内 ３，０００ 〃 
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〃 ○○○○ 〃 〃 54,119の内 ２７，０００ 〃 計３筆 畑 ７８，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ４４，８５０円 ７．資金調達方法  自己資金 ４４，８５０円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ １ ６ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町青葉台         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 67,662の内 ６７，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 109,271の内 ２９，０００ 〃 計２筆 畑 ９６，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ５５，２００円 ７．資金調達方法  自己資金 ５５，２００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ７ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山         ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俣落        ○ ○ ○ ○ ○○                       ○○○○○○○○ ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 76,352の内 ７６，０００ 牧草畑 
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３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ４３，７００円 ７．資金調達方法  自己資金 ４３，７００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 構成員

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ １ ８ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 23,575の内 ２３，５００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 32,749の内 ３２，５００ 〃 計２筆 畑 ５６，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで ６．価 格        年 ３２，２００円 ７．資金調達方法  自己資金 ３２，２００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 
農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   （ １ ９ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山          ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地   目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 41,234の内 ４１，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで 
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６．価 格        年 ２３，５７５円 ７．資金調達方法  自己資金 ２３，５７５円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   以上８件の案件につきましては、１年ごとの賃貸借の契約期間満了に伴い再設定するものであり、別添調査書のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１２）から（１９）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （２）から（１９）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程８、報告第９０号「農地委員会開催報告について｣を議題に供します。 内容を委員長から報告願います。 （挙手あり） 金刺委員長。 
 金刺委員  １６番金刺です。       農地委員会の報告を致します。４６ページをお開きいただきたいと思います。 （以下、議案資料を朗読）  平成２６年２月２１日（金）２０２号会議室において、農地委員会を開催し審議を行ったので、中標津町農業委員会会議規則第２３条の規定によりその結果を報告します。 
 ◎審  議  内  容 １．平成２６年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について 
  中標津町農地移動適正化あっせん価格については、毎年農地委員会の検討結果に基づき総会において審議し、その年度の価格を決定しております。この度、平成 26年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について協議し、次のとおり結論を得ております。 ○協議結果 
  本町における平成 25 年 1 月から 12 月の売買事例では、ｈａ当り 80 万円で取り引きされた事例はありませんでした。最も多く取り引きされた事例は、ｈａ当り 70 万円から 75 万円が全体の 33.1％、
75万円から 80万円が 20.8％で合わせると 53.8％となっています。単価平均は、662,000円であり、対前年比では 1,000 円低い価格となっておりますが、過去１０年間の単価平均との比較では平均的な
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数値となっております。 近年では、各地区により農地価格の変動は出てきていますが、当農業委員会の「農地あっせん事業」において不調となった事例はなく、農地流動化は順調に推移しております。また、今日、農業を取り巻く情勢が不透明であり、現在の農地価格を見直す判断は大変に困難な状況となっています。今後において、その情勢が明らかとなった場合には、対応が必要となる事もあると想定されますが、現状で価格を見直すことは、農家自体の資産価値が変化することとなり、農業者の動揺や抵抗等が懸念されます。 以上検討の結果、今後も各地区により農地売買変動は考えられるが、適正かつ順調に農地集積が行われ、生産意欲の拡充や魅力ある農業の推進及び農業経営の安定が必要であるとのことから、平成 26年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について、その上限価格を現行どおりのヘクタール当たり
80万円が適正価格であるとの意見で一致したものであります。 
 ２．下限面積（別段の面積）設定について  下限面積は、各農業委員会が農林水産省で定める基準に従い、下限面積の範囲で設定できることとなっていますが、併せて毎年下限面積の設定又は修正の必要性について審議することとなっていることから平成２６年度の下限面積について協議し結論を得ております。 ○協議結果  別段の面積を設定する場合、管内の営農規模が定めようとする別段の面積未満となる戸数が総農家戸数の４０％を下らないように配慮すること、遊休農地が相当数存在する場合に設定することとなっており、現在本町管内で下限面積（２ha)未満で営農している農家はなく、遊休農地の解消も進み小面積となっていることから平成２６年度も別段の面積は設定する必要ないとの結論としたところであります。   以上、農地委員会の開催報告と致します。 

 議  長  報告が終わりましたので、質疑を受けたいと思います。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 以上で農地委員会の報告を終わります。 日程９、議案第１４２号「平成２６年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について」を上程致します。 提案内容を事務局から説明願います。 （挙手あり）農地係長。 
 農地係長  上程になりました議案第１４２号「平成２６年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について」ご説明致します。３６ページをお開きください。 平成２６年度中標津町農地移動適正化あっせん価格について、次のとおりとする。 １ｈａ当たり、上限８０万円。 この案件につきましては、報告第９０号にて金刺委員長から説明がありましたとおり、上限価格を現行の８０万円で据え置くことで意見の一致をみております。 以上です。  

 議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 
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 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。       よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程１０、議案第１４３号「農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定める別段の面積について｣を上程致します。 提案内容を事務局から説明願います。 （挙手あり）農地係長。 
 農地係長  上程になりました議案第１４３号「農地法第３条第２項第５号の規定による農業委員会が定める別段の面積について｣提案理由をご説明申し上げます。３８ページをお開きください。 農林水産省が定める「農業委員会の適正な事務実施について」により、農業委員会は毎年下限面積（別段の面積）の設定又は修正の必要性について審議することとされていることから、先の農地委員会により協議し結論を得、現行の下限面積２ｈａの変更は行わないものであります。 理由と致しましては、（１）農地法施行規則第２０条第１項適用によります別段の面積未満となる農家数の制限、（２）農地法施行規則第２０条第２項適用によります遊休農地割合の状況を勘案し変更しないとしたものであります。 以上で提案理由の説明とさせていただきます。 

 議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 

 議  長  ご異議ないものと認めます。       よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程１１、議案第１４４号｢農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について｣を議題に供します。 ここで、会議規則第１６条の規定により、○○○○○委員の退席をお願い致します。 （○○委員、退席） 内容を事務局から説明願います。 （挙手あり）  農地係長。 
 農地係長  議案第１４４号「農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について」ご説明致します。４０ページをお開きください。 平成２５年度分として、○○○○○○○○、○○○○○○○○、○○○○○○○○、
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○○○○○○○○、○○○○○○○○、○○○○○○、○○○○○○○○○○○○○○○○、以上７件の提出がありました。 平成２６年３月５日以降受理した報告書でございまして、記載の通りいずれも農業生産法人の要件を全て満たしているものであります。 以上です。  議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本件は承認することにご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 
 議   長   ご異議ないものと認めます。 よって本案は、承認されました。 （○○委員、着席） ○○委員に申し上げます。 本案は、承認されました。 日程１２、報告第９１号｢農地法第４条許可書の交付について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。       （挙手あり） 農地係長。 
 農地係長  報告第９１号｢農地法第４条許可書の交付について｣事務局よりご説明致します。 先に開催した総会において承認されました農地法第４条許可申請につきまして、北海道農業会議より許可相当の答申があり、許可書を交付したので報告します。 ４９ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  ◎許可日   平成２６年２月１９日付 （ １ ） １．当事者の住所、氏名   申請人 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ９８６  ３．許可期間  平成２６年３月１日から永久   以上です。  議  長  以上で報告を終わります。 日程１３、報告第９２号｢農地法第５条許可書の交付について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 
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      （挙手あり） 農地係長。 
 農地係長  報告第９２号｢農地法第５条許可書の交付について｣事務局よりご説明致します。 先に開催した総会において承認されました農地法第５条許可申請につきまして、北海道農業会議より許可相当の答申があり、許可書を交付したので報告します。 ５１ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  ◎許可日   平成２６年２月１９日付 （ １ ） １．当事者の住所、氏名 貸 主 中標津町字武佐          ○ ○ ○ ○ 借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○ 
       ○○○○○○○○○○○○ ２．土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 40,684の内 １１，０２０  ３．許可期間  平成２６年５月１日から平成２７年４月３０日まで   以上です。  議  長  以上で報告を終わります。 日程１４、報告第９３号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 （挙手あり）  農地係長。 
 農地係長  報告第９３号「農業経営改善計画認定について」事務局よりご報告致します。 議案の５３ページをお開きください。 今回につきましては、平成２５年１１月４日付～平成２６年３月１２日付で認定のあった１９件について記載しております。 新規認定者は３件、再認定者は１１件となっております。計画変更認定者は５件となっています。 以上です。  議  長  以上で報告を終わります。 以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 これをもちまして、第３０回総会を閉会致します。 ご苦労様でした。 

 （閉会   １３時５６分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
 

 

 

 

 

 平成２６年３月２５日 
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